
1

コマツ・ポートフォリオ・アドバイザーズ

       

来週の投資戦略 (9/16-19)
日米の金融政策待ち

2025 年９月 14 日

小松 徹

注目事項 － 見所

９月 16-17 日、米連邦公開市場委員会（FOMC） ― 0.25％利下げ？今後は？
９月 18-19 日、日銀、金融政策決定会合 ― 現状維持？利上げへの道筋に変化は？
９月 19 日、8 月の全国消費者物価指数 ― 前年比+2.8％？コアコア+3.3％？

株式市場見通し

先週も AI（人工知能）銘柄が市場をけん引した。主役は米オラクル（クラウド大手）
が受注残高が 3 倍以上になったとの報告で、同社の株価が週間で 25％上昇。わが国で
はキオクシアホールディングス（285A）が 45％急騰した。2027 年に AI 向け 100 倍
速の SSD をエヌビディア（AI 半導体最大手）から要望されていると述べた。ソフト
バンクグループ（9984）、アドバンテスト（6857）なども急伸した。先週は日曜日の
石破退陣を受けて、いわゆる高市トレード（注）があったが、半日で終わった。来週の注
目は日米の金融政策会合だ。特に FOMC の利下げ幅、委員の賛否、パウエル連邦準備
理事会（FRB）議長の会見は注目される。

FOMC では 0.25％利下げが有力だ。委員の中には 0.5％利下げを主張する者も複数い
るだろう。トランプ大統領は理事 7 名のうち、0.5％利下げする意見を多数派にしたい
ためにクック氏を解任するよう主張してきた。彼女ははたして希望通り出席できるだ
ろうか。会合後のパウエル議長の会見は一段と注目される。次回も利下げする可能性
が強まったことを示唆するか。会合後にトランプ氏が遅すぎた利下げを批判し、大幅
利下げでなかったことに強い不満を漏らすだろう。わが国では金曜日昼の日銀の会合
では現状維持とされようが、午後 3 時半の植田総裁の発言は年内の利上げ路線が変わ
らないと明確に示されるか。

ところで、9 月第 1 週の投資家別売買動向が興味深い。現物市場で海外投資家が 3 週
ぶりに 13 百万円と小幅に買い越した。個人投資家も小幅な買い越しだったが、現金で
は売り越し、信用で買い越した。相場の流れに乗る短期筋の動きが見て取れる。最も
買い越したのは事業法人の 32 百億円で、自社株買いが中心だ。先物市場では海外投資
家が日経 225 ではなく、TOPIX 先物を買い越していたのが目立った。

最後に自由民主党の総裁選挙にてついて。来週は候補者が続々と名乗りを上げるだろ
う。1 年前は総裁が首相になり、多少の政策調整で済んだが、今回はそうはいかない。
だれがなっても野党の意見を政策に反映させなければ、前に進めない。したがって、
高市トレードはあっても長続きしない。小泉氏が日本維新の会と組むことを重視すれ
ば、市場には安心感を与えよう。維新の会も停滞しつつあるので、何らかの政策を実
現しないと国民からさらに見放されよう。

（注）財政金融緩和策を見込んで円安・株高を期待する取引

KPA の投資戦略
ロング（買い） ショート（売り）

好財務の割安株、今期増益株 高 PB 低位株、高 PE 新興株

(注) ヘッジ・ファンド向け戦略としての一例。投資期間は半年程度を想定。
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米ドル・円相場
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